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2020 年度 第 17 回マレーシア日本語教育国際研究発表会    
 

 

プログラム 

      

 

 

 

 

 

 

  

● 動画によるポスター発表 2020 年 9 月 25 日（金) ～ 10 月 10 日（土） YouTube 

● Zoom を使った基調講演 
2020 年 10 月 3 日（土） Zoom 

● Zoom を使った口頭発表 

    

● 10 月 3 日（土） 時間  

  8:30 Zoom 入室開始 

  9:00 開会 

  9:30-12:30 基調講演 

  12:30-13:45 昼休憩 

  13:45 午後の部、開始 

  14:00-17:00 口頭発表   

  17:00 閉会 

発表言語は、 (E)は英語、(BM)はマレー語、（J&BM）は日本語とマレー語、それ以外はすべて日本語です。 
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11 
「ジーニアスアワー」による学生エンゲージメントの向上 

ANG Chooi Kean (Institute of Teacher Education International Languages Campus)  

12 

HOW CAN WE ENCOURAGE JAPANESE-LANGUAGE LEARNERS TO REGULARLY 

PARTICIPATE AND SPEAK JAPANESE IN SHABERIBA? (E) 

FUKUNAGA Tatsushi (University of Rhode Island) 

FUKUNAGA Aiko (Freelance) 

13 

日本語教育と平和 (J&BM) 

檜山純子 (Universiti Tun Hussein Onn Malaysia) 

Siti Hajar binti Bidin (Universiti Tun Hussein Onn Malaysia) 

14 

カタカナ語の使用における日本語学習と日本語母語話者の比較 －カタカナ意識の調査を通

して－ 

磯太恵子 （山野美容芸術短期大学） 

15 

Students’ Motivation during Japanese Language Online Learning (E) 

Jamila Mohd (University of Malaya) 

Talaibek Musaev (University of Malaya) 

16 

オンライン授業が学習に与える影響の一考察－中間試験と学生アンケートの結果分析より－ 

Maisarah binti Kamal(University of Malaya) 

石松 文枝 (University of Malaya) 

17 

マレーシアと日本における『まるごと』の地域化を用いた授業の実践を通しての報告 

中川 愛理 (イルクーツク国立大学) 

福田 香織 (神戸国際協力交流センター) 

18 

大学所属の日本語教員が担う管理運営業務のロードマップ作成の試み 

中川 健司 (横浜国立大学) 

平山 允子 (日本学生支援機構) 

浦 由実 （アン・ランゲージ・スクール） 

19 

『大阪万博日本語会話』について 

清水 泰生 (同志社大学) 

佐古 恵里香 (京都精華大学) 

大石 夏実 (日本語談話会) 

西尾 早那香 (日本語談話会) 

20 

語彙教材作成ツールの開発とオンライン授業での活用可能性 

角南 北斗 (フリーランス) 

中川 健司 (横浜国立大学) 

21 

Integrating Video Project into Online Japanese Language Course (BM) 

Zam Zam Iryani Che Zainon (University Science of Malaysia) 

Kelana Ahmad (University Science of Malaysia) 

22 
THE LINGUISTIC JOURNEYS OF THE JAPANESE CITIZENS IN DAVAO REGION (E) 

Jose Marie Elmido Ocdenaria (Ateneo de Davao University) 

9 月 25 日（金）～10 月 10 日（土）   << ポスター発表 >>                YouTube             

Zoom 
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 09:30-12:30  

オンライン環境でのアクティブ・ラーニング 

山田 智久先生  

（北海道大学・高等教育推進機構国際教育研究部/大学院国際広報メディ

ア・観光学院、准教授） 

1 14:00-14:30 

Investigating Malaysian Students’ Attitudes towards Own Language: 

Insights from The Advanced Japanese Language Classroom (E) 

Azalia Zaharuddin (Utsunomiya University) 

2 14:30-15:00 

教科書 MARUGOTO を使ったグループオンライン授業の試み －入門 A1 前半の

授業を振り返って－ 

伊達久美子(Universiti Sains Islam Malaysia) 

Zoraida Mustafa(Universiti Sains Islam Malaysia) 

3 15:00-15:30 

DEVELOPING ONLINE JAPANESE COURSES USING “IRODORI” AT AN 

AMERICAN UNIVERSITY  (E) 

FUKUNAGA Tatsushi (University of Rhode Island) 

4 15:30-16:00 

大学における「異文化間教育」を考える －新たな場づくりと留学生支援をふまえ

て－ 

小柴 裕子 （京都精華大学） 

5 16:00-16:30 

ANALISIS KAMPUNG BOY (EDISI BAHASA JEPUN): SATU KAJIAN DARI 

PERSPEKTIF SOSIOLINGUISTIK (BM) 

Zeety kartini Abdul Hamid (Universiti Utara Malaysia) 

Norzaliza Ghazali (Universiti Utara Malaysia) 

Nurul Imtiaz Abdul Ghan (Universiti Utara Malaysia) 

6 16:30-17:00 
反転型オンラインコースへの参加によるインドネシア人日本語教師の変容的学習  

杉島 夏子 （国際交流基金ジャカルタ日本文化センター） 

10 月 3 日（土）              << 口頭発表 >>                      Zoom 

10 月 3 日（土）             << 基調講演 >>                     Zoom 


